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　8)平 成22年度I.C.T.Iにおけるアンケー ト調
査
　　　　　　○松山 仁昭1,古山 昭2,宇佐美晶信3
　　　　　　　　　　 (奥羽大 ・歯 ・成長発育歯学1,
　　　　　　　　　　口腔機能分子生物2,生体構造3)
【目　 的】I.C.T.Iは平成20年度か ら歯学部第1
学年導入 された授業で,コ ンピュータの基礎 と問
題作成 についても習得する。授業改善のため,大
学入学以前 とI.C.T.I受講後のコンピュータ利用
状況 と授業内容 に関す るアンケー ト調査 を受講生
を対象に実施 した。
【方　法】平成22年度奥羽大学歯学部第1学 年36
名 を対象 とし,平成22年度講義終了後にアンケー
トを実施 した。回答は無記名 とし,設問は33項目,
特 定の項 目に 自由記載欄 を設定 した。集計 は
Google　Documentを利用 してweb上で自動集計を
行った。
【結　果】大学入学以前では,全 員がコンピュー
タの使用経験があり,コ ンピュータを日常的に使
用できる環境にあった(94%)。また,使 用の主 目
的はインターネッ トであった(94%)。多くは入学
以前にコンピュータの授業 を受けており,学 んで
いない学生は少数であった(3%)。しかし,多 く
がコンピュータの知識に不安 を感じていた(83%)。
授業を一年受講 した後では,日 常的にコンピュー
タを使用 していた(53%)。さらにコンピュータの
所有に意義を感 じていた(53%)。授業 を一年間受
講 してもコンピュータの知識に不安 を感 じていた
(81%)。講義内容に不満 を感 じていたものは6%
であり,授業のスピー ド改善や,さ らに詳 しい技
術の習得を望んでいた。画像処理についての関心
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が高 く(39%),プレゼンテーシ ョンが歯科医師に
とって必要な技術であると認識 していた(44%)。
【まとめ】学生は過去 に学んでいない内容(画 像
処理)に 関心が高 く,Power　Pointによるプレゼ
ンテーションを重要視 していた。一方で,受 講後
もまだ知識不足 を感 じている学生 も多く,初心者
に対する一層の配慮 と,学生のニーズを考慮 した
授業の再編成が求められた。
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